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東日本大震災以降は特に自然エネルギーを

利用した地球環境にやさしい発電方法として

太陽電池への注目が高まった。普及しつつある

シリコン型太陽電池に替わり、ペロブスカイト

太陽電池への研究が盛んに行われている。報告

されたペロブスカイト太陽電池の変換効率は

25.2%[1]に達し、シリコン型太陽電池と同等レ

ベルの変換効率となった。しかしながら、中心

金属に鉛が用いられる場合が多く、商業化しづ

らい。それゆえ、鉛フリーなペロブスカイト太

陽電池の作製が試みられた。本研究では、鉛フ

リーなペロブスカイト太陽電池の一つとして

報告された Turkevych ら [2]と同じヨウ化銀、

ヨウ化ビスマス及び DMSOを用いて、酸化チ

タン上にペロブスカイト層の成膜を行った。そ

の後、アニール方法のプロセスを変えてペロブ

スカイト化させた。具体的には 3つの方法で、

1つ目は 2-プロパノールによる 5分間の浸漬処

理と 5分間 100℃のホットプレートでアニール

を行った。2つ目は 110℃のホットプレートに

載せ、その後 130℃まで温度を上げアニールを

行った。3 つ目は 30℃のホットプレートに載せ

110℃までは 30秒毎 4℃ずつ上げ、110℃から

130℃までは 1 分毎に 1℃上げたアニールを行

った。 

図 1 は行われたペロブスカイト層の顕微鏡

画像である。1つ目の方法ではピンホールがで

きていることがわかる。2 つ目と 3 つ目の方法

には目立つようなピンホールは存在せず、2 つ

の差はグレインサイズといえる。グレインサイ

ズに差ができた要因は溶媒の乾燥速度が異な

るためと考えられる。しかしながら、グレイン

サイズが小さい試料でも吸収は同程度である。

現在セル特性を評価中である。 

 

図 1 顕微鏡によるペロブスカイト層の観察 
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図 2 吸光度測定 
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